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傍聴者の声 ６月定例会には延べ24人の傍聴者がありました。
いただいた意見の一部を紹介します。

　波佐見町議会に対し傍聴者をはじめ、町民皆さんから貴重なご意見を多数いただき
ありがとうございます。
　可能な限り皆さんのご意見を踏まえながら、今後の議会運営に生かしていきます。

議会運営委員会　委員長　城後 光　

・傍聴に来てみて議会の様子がよく
分かる。皆さんにも来てもらいた
い。　　　　　　　　７０代女性

・箱物より道路
整備に予算を
回してほしい。
　６０代男性

・モニターテレビの導入は
傍聴者にとっても分かり
やすい。　　６０代男性

・初めて来てみて
良かった。
　分かりやすかっ
た。
　　６０代女性

・モニターテレビが設置してあ
り、議員の説明が分かりやす
かった。　　　　　６０代男性

次回定例会は9月8日から22日までを予定しています。

⬅⬅

タイマー

⬅⬅モニターテレビ



3 議会だより　令和3年8月　第155号 2議会だより　令和3年8月　第155号

波佐見町歴史文化交 流館 オープン

館長（教育長）　森田 法幸

　町の貴重な歴史文化資産を保存活用し、未来に継承するとと

もに町民皆様や子ども達が直接見て触れて学ぶ、念願の「波佐

見町歴史文化交流館」が開館しました。

　様々な交流を通じて発展した経過を踏まえ、「交流」をキーワー

ドに波佐見町の通史を紹介するとともに、波佐見焼の優品や収

蔵品も展示しています。

　これまでの皆様のあたたかいご支援やご理解に深く感謝し、

厚くお礼申し上げます。

　これからも町内外の交流の拠点として町の活性化に寄与し、

親しまれる施設になるよう一層努力してまいります。

開館に寄せて

　今から900年前以降の石造物や大般若経と

いうお経の写しを展示しており、これらは波

佐見で古くから仏教が栄えた証拠です。特に

東前寺の巨大な「阿弥陀三尊板碑」は年月日

が刻まれた波佐見町最古の石造物ですので、

ぜひ見てほしい逸品です。この石造物は上下

２つに割れていますが、なぜ割れているのか？

　旧石器時代から平成時代まで、波佐見で繰

り広げられてきた様々な出来事や活躍した

人々を紹介しています。また、名工達が作り

あげた波佐見焼の逸品や寄贈いただいた世界

各地の貴重な文化財を展示しています。「波佐

見ミュージアム」は皆様の知的好奇心を十二

分に満たすことができるでしょう。

せきぞうぶつ だいはんにゃきょう

とうぜんじ あ　み　だ さんぞん いたび・波佐見の歴史や文化の知らなかったことがたくさん学べた。

・詳しい説明ガイドで大変勉強になった。

・常設展示も良かったが特別企画展示も楽しみにしている。

・金山の展示コーナーをもっと拡充してほしい。

来
館
者
の
声

波佐見
ミュージアム

施 設 職 員 のおすすめスポット

みどころ
3 赤松白石庭

あかまつはくせきてい

三股陶石と赤松とのコラボ

みどころ
4

仏教と

キリスト教

文化に

関する展示

みどころ
5

緑に囲まれ

広々とした

敷地

みどころ
1

学 芸 員 のおすすめスポットのおすすめスポット

盛山隆行
（学芸員）

盛山隆行
（学芸員）

みどころ
2

中野雄二
（学芸員）

中野雄二
（学芸員）

愛称
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5 議会だより　令和3年8月　第155号 4議会だより　令和3年8月　第155号

新型コロナワクチン接種新型コロナワクチン接種新型コロナワクチン接種

～お願い～
　接種状況については、接種に対する個人的な考えがあり、ワクチン接種を強制するものでは
ありません。また、このことにより、誹謗中傷等の原因とならないようお願いします。

※1.  子ども・健康保険課提供の数値によるものです。なお、集団接種により集計しており
　 基準日の全ての対象者の状況を反映するものではありません。
※2.  「基礎疾患がある方」は事前意向調査での回答に基づくため、「対象者」としての数値
　 はありません。また、「接種希望者数」は各年代の希望者数にも含まれています。

１　接種に関わる関係協力団体等

２　接種状況 ※1

３　集団接種の今後の予定と接種希望状況 ※1

○協力医療機関（集団・個別接種等）
　　波佐見町医師会
○協力団体
　　各自治会（自治会長、民生委員児童委員等）、食生活改善推進協議会

対象区分

７５歳以上

６５歳～７４歳

2,557

2,366

2,142

2,134

83.7

90.1

25

38

対象者数（人）

集団接種予定
（１回目）

対象者数
　　　　　　（人）

接種希望者数
　　　　　　（人）

７月中旬以降
基礎疾患がある方 ※2

６０歳 ～ ６４歳
５５歳 ～ ５９歳
１６歳 ～ ２２歳
５０歳 ～ ５４歳
４５歳 ～ ４９歳
４０歳 ～ ４４歳
２３歳 ～ ３９歳

７月下旬以降
８月上旬

８月中旬以降

９月以降

対象区分

2回済みの方の
接種率（％）

接種者（人）
１回済み ２回済み

（７月19日現在）

（７月6日現在）

町民の方にワクチン接種について感想を伺いました。
取材にご協力いただき、ありがとうございました。

　ワクチン接種を１回目２回目と接種で
きてとてもよかった。これで安心して外
出できるので嬉しい。接種にあたり関
係スタッフの対応はとてもよかった。感
謝しています。できれば日本製のワク
チンを接種したかった。

８１歳男性

　マスコミ等でいろんな情報
が流れ、副反応に対する不安
はとても大きかった。しかし
自らを守ると同時に周りの方
も守るということを考え、思
い切って接種を決断した。
　接種当日の関係者の対応
も素晴らしく、安心して接種
できた。心配した副反応もひ
どくなく、安心して生活でき
る。

６７歳男性

　今までにない新しい種類の開発中ワクチ
ンということで、症例のない点での不安は
あった。
　集団免疫の必要性と職場の意向を受け
て、接種を決めた。接種後、何らかの副
反応が出ることは想像されるが、将来的に
年月を経てから出るかもしれない反応に対
する不安の方が大きい。

４０歳女性

　波佐見町は他町より早くワクチン接種が進め
られ、当日の手際もよく、待ち時間も少なく、
段取りがとてもよかった。
　また、自治会の役員や他の協力者の皆さんも
実によくお世話いただき感謝しています。
　接種後は、少しの痛みだけで痛みもすぐ取れ
た。何よりも今まで以上に安心して動けるよう

になり嬉しい。 ７３歳男性

　私は基礎疾患があります。
そのため、副反応が強く出る
のではないかと心配していま
す。しかし、新型コロナに感染
すれば、それ以上の症状が出て

自分自身も辛いし家族や周りの人に
も迷惑をかけることになると思います。
　思い切ってワクチン接種を受けようと
思います。

６２歳女性

　私は人と接する仕事をしており、基
礎疾患もあります。ニュースなどを観
ていると高熱が出るとの情報もある
ので副反応が出ると怖い気持ちもあ
ります。友達と今までのように会った
り、コロナを気にしないで生活も早く
したいと思い、ワクチン接種を受けた
いと思います。

３２歳女性

順調

1,016
903
896
861
907
855
2,112

825
710
669
624
638
567
1,263

1,097
（再掲）
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議会改革調査特別委員会

委員長

尾上和孝

　波佐見町議会委員会条例第５条に基づく議会の議決により、令和３年６月１５日付けで
「議会改革調査特別委員会」を設置しました。
　構成委員は、議長を除く１３名の議員となります。

閉会中の継続調査閉会中の継続調査

議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会

今後とも「むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく」を心がけ、発行してまいります。

～「議会だより」ができるまで ～～「議会だより」ができるまで ～
過去 4回分をもとに平均を 3町で比較してみました。

・議会定例会の終了後、提出された原稿を 5回以上の編集・校正を経て発行しています。
・他町とは編集方針に違いがあり、翌月の発行には無理があります。
・発行月の自治会長会定例会に合わせ、配布できるように計画しています。

7 議会だより　令和3年8月　第155号

委員会の様子

設置

　令和２年１０月の町議会議員選挙での初となる無投票という結
果を受け、議員の中から、現在の議員定数は適正であるか、議員
のなり手不足を解消する策を検討する必要はないか、という意見
が出されました。
　また、 職員の官製談合事件に端を発して、 令和３年４月１日に
「職員倫理条例」が施行されたことを機に、議会でも「議員政治倫
理条例」等の関係規程の設置について検討が必要ではないか、と
の議論が持ちあがりました。
　議会改革の一環として、これらを総括的に議論するために特別
委員会を設置しました。
　今後、調査・検討を進めてまいります。

6月 定例会　議案審議

委員会提
出議案

可決
それぞれ

可決

可決

・波佐見町国民健康保険条例の一部を
　　　　　　　　　　　　　改正する条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例

１．議員の議会への欠席届出要件を詳細化し、また、休日の定義を明文化した。
２．議会に出席した町長等が、議員からの質問などに対し内容や趣旨を確認することが
　　できるよう、条文を追加した。
３．請願書の記載の仕方を変更した。

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した
被保険者に係る保険料の減免に関する特例を改正するもの。

電子黒板及びスタンド
　　　　　　　　　　１４台
 （契約額 ８４８万１０００円）
　各学校へ設置されている機器の
更新によるもの。

改 正 内 容

議会会議規則の一部を改正する規則、議会改革調査特
別委員会（案）設置について

タブレット端末機の導入について
※５月２７日（木）、事前に議員全員で機器のデモン
　ストレーションに参加

現地調査（地域おこし協力隊活動）

現地調査（歴史文化交流館、波佐見農民具資料館）

避難場所、防災備蓄、危険箇所の確認、水防倉庫につ
いて

新庁舎建設計画について
※新庁舎建設等調査特別委員会との合同委員会

災害対策、自治会未加入世帯の促進について

新型コロナウイルス感染対応支援策、ワクチン接種な
どについて

町営住宅の維持管理建設、都市計画事業、都市公園施
設の整備管理について

小規模農林事業、農業振興政策全般について

バス路線対策、乗り合い交通について

委員会 日　程

６月１日
（火）

7月15日
（木）

4月23日
（金）

5月20日
（木）

4月13日
（火）

4月21日
（水）

6月30日
（水）

7月１日
（木）

調　査　内　容 所管部署

企画財政課

教育委員会

総　務　課

庁舎建設推進室
教育委員会

総　務　課

子ども・健康
保険課　　　

建　設　課

農　林　課

商工観光課

(　) は議員数 一般質問

5.50人

5.75人

9.50人

ページ数

 9.5

14.0

17.5

広報担当議員

６人

６人

6人

委員会回数

3回

4回

5～6回

発行費 /1回※

77,962円

125,466円

115,500円

翌月　　15日

翌月　　26～27日

翌々月　12～14日

東　彼　杵　町
(１1)

川　　棚　　町
(１４)

波　佐　見　町
(１４)

発行日発行日

※発行部数などにより単価が異なります。 4回分の支出実績による参考値です。
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議会改革調査特別委員会

委員長

尾上和孝
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議
会
運
営
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

産
業
厚
生
委
員
会

今後とも「むずかしいことをやさしく、やさしいことをふかく」を心がけ、発行してまいります。
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補正予算で行いたい

窯業界などへの
支援は

　町
の
幹
線
道
路
は
道
路
網
整

備
計
画
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。

産
業
や
町
民
の
福
祉
に

最
も
寄
与
す
る
１
級

（
又
は
幹
線
）
道
路
の
整
備
状

況
と
計
画
は
。

　

町
道
整
備
の
要
望
は
多

く
、す

べ
て
に
対
応

で
き
て
い
な

い
が
計
画
的

に
進
め
て
行

く
。　

現
状
に
合
わ
な
い
県
道

平
瀬
・
佐
世
保
線
、
稗

木
場
・
有
田
線
の
名
称
を
検
討

す
べ
き
で
は
。

町
と
し
て
名
称
変
更
の

検
討
は
し
て
い
な
い
。

区
画
整
理
事
業
で
換
地

先
が
な
い
ま
ま
補
償
交

渉
が
進
め
ら
れ
住
民
は
困
惑
し

て
い
る
が
ど
う
か
。

関
係
者
の
理
解
を
頂
き

な
が
ら
進
め
た
い
。

　陶
器
ま
つ
り
が
２
年
連
続
の

延
期
と
な
っ
た
。

窯
業
界
ば
か
り
で
な
く

関
連
事
業
も
含
め
た
損

失
は
ど
れ
位
だ
っ
た
か
。

億
を
超
え
る
規
模
で
は

な
い
か
。
支
援
の
た
め

の
補
正
予
算
を
行
い
た
い
。

　鴻
ノ
巣
公
園
運
動
施
設
の
予

約
が
取
れ
に
く
い
。

町
民
の
予
約
を
優
先
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

登
録
制
や
町
外
利
用
者

の
割
増
料
金
を
検
討
し

た
い
。

　全
国
的
に
、
家
庭
の
仕
事
を

一
身
に
負
い
、
学
校
活
動
へ
の

不
参
加
や
周
期
的
に
休
む
児

童
・
生
徒
（
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
）

が
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。

本
町
で
の
把
握
と
家
庭

へ
の
支
援
は
。

学
校
や
関
係
団
体
と
連

携
し
て
把
握
に
努
め
支

援
策
を
検
討
し
た
い
。

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

議員議員

議員

議員

議員

町長

町長町長議員町長

教育長

教育長

町長

つぶ
　やき

　２年連続の
「陶器まつり」
の延期。
　窯業界はもちろん、飲

食店などの関連
事業も大きな痛
手。ぜひ支援策
を。

長期化する八島・田ノ頭線

２年連続延期の陶器まつり

ページ 議員名・質問項目

9

10
・
11

12
・
13

14
・
15

岡村 達馬

横山 聖代

田添 有喜

福田 勝也

城後　光

今井 泰照

澤田 昭則

岡村 真由美

脇坂 正孝

三石　孝

※・波佐見町の公共事業・施設
※・波佐見陶器まつり
※・子ども達を取り巻く情勢

※・町道及び県道の安全整備
※・防犯対策
　・河川整備

※・役場新庁舎建設実施設計
※・子ども数が減少する状況における
　  教育環境整備

※・防災行政
※・新型コロナウイルス対策
※・教育行政

※・農業政策
※・波佐見町事業継続支援給付金制度
　・防災対策

※・ふるさとづくり応援基金活用事業
　・新型コロナウイルス対策

※・地域おこし協力隊制度
※・防災対策

※・新庁舎建設 
　・森林経営管理制度

※・県立波佐見高等学校の支援策

※・特殊詐欺や悪質商法被害の防止対策
※・学校給食における食育と地産地消

・波佐見町税条例の一部を改正する条例
・令和２年度一般会計補正予算（第 10号）
・令和２年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第３号）、後期高齢者医療（第
　３号）、介護保険（第４号）、公共下水道（第４号）

・令和３年度一般会計補正予算（第１号）

・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する
条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例

・財産の取得について

補正
予算

財産
取得

専
決
処
分

条
　例

尾
上

　和孝

今
井

　泰照

藤
川

　法男

脇
坂

　正孝

北
村

　清美

三
石

　
　孝

横
山

　聖代

城
後

　
　光

福
田

　勝也

岡
村

　達馬

田
添

　有喜

岡
村
真
由
美

澤
田

　昭則

会議の
結　果

承認○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

議
員
名

６
　月
　定
　例
　会

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

10人が登壇 一般質問6月 
定例会

令和3年 6月定例会では、10人が左記の内容で一般質問を行いました。
6月定例会会議録は、8月下旬ごろ町ホームページに掲載します。
https://www.town.hasami.lg.jp

　６月定例会からモニターテレビ
と発言時間表示用のタイマーを新
たに設置しました。
　活用の様子は裏表紙の写真をご
覧ください。

※は掲載項目です
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今井 泰照

澤田 昭則

岡村 真由美

脇坂 正孝

三石　孝

※・波佐見町の公共事業・施設
※・波佐見陶器まつり
※・子ども達を取り巻く情勢

※・町道及び県道の安全整備
※・防犯対策
　・河川整備

※・役場新庁舎建設実施設計
※・子ども数が減少する状況における
　  教育環境整備

※・防災行政
※・新型コロナウイルス対策
※・教育行政

※・農業政策
※・波佐見町事業継続支援給付金制度
　・防災対策

※・ふるさとづくり応援基金活用事業
　・新型コロナウイルス対策

※・地域おこし協力隊制度
※・防災対策

※・新庁舎建設 
　・森林経営管理制度

※・県立波佐見高等学校の支援策

※・特殊詐欺や悪質商法被害の防止対策
※・学校給食における食育と地産地消

・波佐見町税条例の一部を改正する条例
・令和２年度一般会計補正予算（第 10号）
・令和２年度特別会計補正予算
　　国民健康保険（第３号）、後期高齢者医療（第
　３号）、介護保険（第４号）、公共下水道（第４号）

・令和３年度一般会計補正予算（第１号）

・波佐見町国民健康保険条例の一部を改正する
条例
・波佐見町介護保険条例の一部を改正する条例

・財産の取得について

補正
予算

財産
取得

専
決
処
分

条
　例

尾
上

　和孝

今
井

　泰照

藤
川

　法男

脇
坂

　正孝

北
村

　清美

三
石

　
　孝

横
山

　聖代

城
後

　
　光

福
田

　勝也

岡
村

　達馬

田
添

　有喜

岡
村
真
由
美

澤
田

　昭則

会議の
結　果

承認○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

○○○○○○○○○○○○○ 可決

賛 否 表
◯賛成　●反対　※議長は採決に加わりません。

議
員
名

６
　月
　定
　例
　会

議席
No. 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

10人が登壇 一般質問6月 
定例会

令和3年 6月定例会では、10人が左記の内容で一般質問を行いました。
6月定例会会議録は、8月下旬ごろ町ホームページに掲載します。
https://www.town.hasami.lg.jp

　６月定例会からモニターテレビ
と発言時間表示用のタイマーを新
たに設置しました。
　活用の様子は裏表紙の写真をご
覧ください。

※は掲載項目です



　安全対策は、事
件・事故が発生し
てからでは手遅
れ。町として積極的な対応を

求める。町長が先
頭に立って住民の
ために動いてほし
い。

田添　有喜 議員 横山　聖代 議員福田　勝也 議員
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　安
心
・
安
全
な
町
づ
く
り
の

視
点
か
ら
町
道
及
び
県
道
を
調

査
し
た
。
そ
の
際
、
い
く
つ
か

の
箇
所
で
対
策
の
必
要
性
を
感

じ
た
。「

自
転
車
通
行
可
」
の

標
識
が
歩
道
の
途
中
で

終
始
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
。

現
在
、
通
学
路
に
配
慮

し
て
、
公
安
委
員
会
が

決
定
し
て
い
る
。

住
民
を
守
る
視
点
か
ら

「
自
転
車
通
行
可
」
の

標
識
の
設
置
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

標
識
の
設
置
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
も
あ
る
。

今
後
、
警
察
な
ど
と
協
議
し
安

全
確
保
に
努
め
た
い
。

宿
の
交
差
点
は
、
早
急

に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
。

地
元
自
治
会
か
ら
の
要

望
も
あ
り
、
県
は
波
佐

見
郵
便
局
前
か
ら
濁
渕
間
の
歩

道
整
備
を
考
え
て
い
る
。

　近
年
、
情
報
化
が
進
み
、
情

報
が
簡
単
に
拡
散
で
き
る
時
代

と
な
っ
て
い
る
。
登
下
校
時
の

児
童
の
安
全
対
策
が
必
要
だ
。

佐
賀
県
で
は
、
児
童
の

登
下
校
時
の
名
札
着
用

を
禁
止
し
て
い
る
。
本
町
の
対

応
は
。

名
札
を
付
け
る
こ
と
に

起
因
す
る
事
故
や
事
件

の
発
生
は
あ
っ
て
い
な
い
。
懸

念
さ
れ
る
事
象
な
ど
が
保
護
者

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
場
合
に
は
検

討
し
た
い
。

　近
年
の
少
子
化
に
加
え
、
私

立
高
校
に
進
学
す
る
生
徒
が
増

え
、
地
元
波
佐
見
高
校
も
生
徒

数
が
激
減
し
て
い
る
。
今
後
統

廃
合
が
危
惧
さ
れ
る
。

　

波
佐
見
高
校
の
存
在
・

存
続
に
つ
い
て
、
ど
う

考
え
る
か
。

地
元
に
県
立
高
校
が
あ

る
こ
と
は
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
り
大
き
な
誇
り
で
あ

る
。　統

廃
合
と
な
る
と
町
の
地
域

活
性
化
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
の
は
必
然
で
あ
る
。

存
続
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
。

県
立
高
校
で
あ
る
こ
と

か
ら
直
接
的
な
支
援
は

難
し
い
が
、
当
校
の
経
営
方
針

な
ど
を
聞
き
、
間
接
的
な
支
援

を
検
討
し
た
い
。

美
術
工
芸
科
は
県
内
唯

一
の
専
科
で
あ
り
、
人

材
育
成
と
し
て
何
ら
か
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

美
術
工
芸
科
の
生
徒
を

対
象
と
し
た「
学
生
寮
」

の
整
備
を
求
め
る
声
も
あ
り
支

援
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

る
。

野
球
部
は
町
民
に
元
気

と
感
動
を
与
え
た
。

　こ
れ
ま
で
以
上
に
活
躍
す
る

た
め
に
支
援
は
で
き
な
い
か
。

野
球
部
の
輝
か
し
い
歴

史
は
町
民
の
大
き
な
誇

り
で
あ
る
。

　町
と
し
て
何
が
支
援
で
き
る

か
検
討
の
時
期
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

議員議員

議員

令和２年度、71 件間接的な支援を
検討する

詐欺などの被害件数は波佐見高校に支援を

　コ
ロ
ナ
に
便
乗
し
た
特
殊
詐

欺
や
悪
質
商
法
の
被
害
が
多
発

し
て
い
る
。

詐
欺
に
は
ど
の
よ
う
な

種
類
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
対
策
を
す
れ
ば
よ
い
か
。

最
近
多
い
の
は
「
副
業

サ
イ
ト
詐
欺
」「
サ
ク
ラ

サ
イ
ト
詐
欺
」「
暗
号
資
産
等
の

投
資
詐
欺
」「
通
信
販
売
に
よ
る

商
品
詐
欺
」。

　対
策
と
し
て
「
誰
で
も
簡
単

に
儲
か
る
と
い
う
話
は
信
じ
な

い
」「
商
品
購
入
は
大
手
サ
イ
ト

を
活
用
」「
検
索
し
て
上
位
に
く

る
サ
イ
ト
で
安
易
に
購
入
し
な

い
」「
銀
行
振
込
で
商
品
は
買
わ

な
い
」。詐

欺
な
ど
の
被
害
額
は
。

令
和
２
年
度
は
、
１
２

１
１
万
４
５
０
２
円
。

そ
の
内
、
取
り
戻
し
た
金
額
は

５
４
０
万
５
６
５
５
円
。
相
談

す
る
中
で
未
然
に
防
い
だ
額
は

１
３
８
万
２
７
９
６
円
。
時
間

が
経
て
ば
解
決
が
難
し
く
な
る
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
す
ぐ
に
相
談

に
来
て
ほ
し
い
。

　学
校
給
食
は
、
家
庭
の
経
済

状
況
に
左
右
さ
れ
ず
子
ど
も
達

の
発
達
と
成
長
を
保
証
す
る
役

割
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

多
子
世
帯
で
は
給
食
費

も
２
倍
３
倍
と
な
っ
て

い
く
。
地
産
地
消
推
進
事
業
補
助

金
と
は
別
に
、
給
食
費
に
対
す
る

補
助
金
制
度
の
創
設
が
必
要
で
は

な
い
か
。地

産
地
消
を
進
め
な
が

ら
、
家
庭
の
負
担
感
が

出
な
い
よ
う
、
見
直
し
を
し
た

い
。

議員

議員

議員

議員

町長

町長

町長

町長

実態にそぐわない標識 フィッシング詐欺のイメージ

配慮に欠ける宿交差点

町長

町長 町長

議員

議員町長

町長町長

警察などと検討する

なぜこんな歩道に

町長

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

議員議員

議員議員

町長町長

つぶ
　やき　消費者行政も学

校給食も、町長の
前向きで力強い答弁が聞けて

嬉しかった。
　期待してます。

つぶ
　やき

　「元気なまちづ
く り」に は、波
佐見高校の活躍
も大切だ。

　特色ある学校、
魅力ある学校づ
くりのために、
波高、頑張れー。

つぶ
　やき

教育長

県立波佐見高等学校
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感
が

出
な
い
よ
う
、
見
直
し
を
し
た

い
。
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　やき　消費者行政も学

校給食も、町長の
前向きで力強い答弁が聞けて

嬉しかった。
　期待してます。

つぶ
　やき

　「元気なまちづ
く り」に は、波
佐見高校の活躍
も大切だ。

　特色ある学校、
魅力ある学校づ
くりのために、
波高、頑張れー。

つぶ
　やき

教育長

県立波佐見高等学校
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にある学生への支
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嬉しく思う。
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　消
防
庁
は
４
月
に
、
消
防
団

員
の
出
動
報
酬
標
準
額
を
一
日

あ
た
り
８
０
０
０
円
、
一
般
団

員
の
年
額
報
酬
の
標
準
額
を
３

万
６
５
０
０
円
と
し
、
い
ず
れ

も
団
員
個
人
に
支
給
す
る
よ
う

求
め
た
。本

町
の
今
後
の
方
針

は
。

報
酬
に
つ
い
て
は
、
全

国
的
に
ほ
ぼ
半
分
が
個

人
支
給
さ
れ
て
い
る
。
国
の
方

針
も
示
さ
れ
た
の
で
、
個
人
支

給
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、

町
内
医
療
機
関
や
自
治
会
の
協

力
に
よ
り
、
県
下
で
も
い
ち
早

く
進
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

７
月
８
日
ま
で
に
高
齢

者
４
０
０
０
人
の
集
団

接
種
完
了
を
予
定
し
て
い
る
。

　７
月
以
降
、
65
歳
未
満
の
基

礎
疾
患
を
有
す
る
方
、
60
か
ら

64
歳
の
方
と
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
方
か
ら
接
種
を
始
め
る
。

　10
月
ま
で
は
集
団
接
種
を
基

本
と
し
、
個
別
接
種
も
併
用
し

な
が
ら
進
め
る
。

　本
町
の
一
般
奨
学
金
の
利
用

者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

町
内
出
身
者
で
大
学
を

卒
業
後
、
町
内
企
業
に

就
職
ま
た
は
定
住
し
た
者
に
対

し
、
奨
学
金
の
返
済
の
減
額
を

考
え
ら
れ
な
い
か
。

今
後
、
創
設
を
検
討
し

た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済

面
で
厳
し
い
学
生
へ
の

支
援
は
で
き
な
い
か
。

町
内
で
使
え
る
商
品
券

を
大
学
生
を
抱
え
る
世

帯
に
給
付
し
、
仕
送
り
の
充
実

が
図
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

　ふ
る
さ
と
づ
く
り
応
援
寄
附

金
を
活
用
し
、
本
町
ら
し
い
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
が
販
売
さ
れ
る

が
、
追
加
販
売
は
予
定
し
て
い

る
か
。「

事
業
所
支
援
」
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
が
、

今
回
は
、
追
加
販
売
の
予
定
は

な
い
。

各
小
学
校
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

ス
ク
ー
ル
（
学
校
運
営

協
議
会
制
度
）
が
導
入

さ
れ
、
老
人
会
も
参
加

さ
れ
て
い
る
。
地
域
と

の
接
点
や
交
流
を
保
つ

た
め
、
老
人
会
の
方
を

少
人
数
制
で
給
食
に
招

待
で
き
な
い
か
。

毎
年
１
月
下
旬
の
「
全

国
学
校
給
食
週
間
」
で

招
待
給
食
を
検
討
し
た
い
。

新
し
い
町
並
み
整
備
事

業
に
、
や
き
も
の
公
園

に
つ
な
が
る
道
路
の
延
長
や
公

園
の
改
良
は
で
き
な
い
か
。

再
整
備
に
つ
い
て
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛

で
読
書
が
増
加
し
て
い

る
。
大
村
市
に
あ
る
長
崎
県
立

図
書
館
（
ミ
ラ
イ
ｏ
ｎ
図
書
館
）

の
利
用
促
進
の
た
め
に
送
迎

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
は
で
き
な

い
か
。

運
行
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
は
、
相
互
の

貸
出
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
を
図
り

た
い
。

議員

議員

議員

地域と共にある学校予定していない

あるべき学校像はプレミアム商品券の
追加販売は

　令
和
６
年
の
共
用
開
始
に
向

け
て
、
役
場
新
庁
舎
建
設
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
示

さ
れ
て
い
る
案
は
、
昨
年
示
さ

れ
た
形
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

昨
年
の
基
本
設
計
以
後

庁
舎
の
在
り
方
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
検
討
が
な
さ
れ

た
か
。

職
員
の
執
務
が
し
や
す

い
よ
う
に
、
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
す
る
こ
と
を
重
要
視
し

て
、
職
員
で
検
討
し
た
。

改
修
し
て
活
用
す
る
予

定
の
現
庁
舎
新
館
に
つ

い
て
、
い
つ
ま
で
の
利
用
を
想

定
し
て
い
る
か
。

既
に
30
年
程
経
過
し
て

い
る
が
、
新
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
る
。
法
定
耐
用

年
数
は
50
年
で
あ
る
。

　適
切
な
維
持
管
理
と
長
寿
命

化
対
策
を
行
い
、
可
能
な
限
り

長
期
間
利
用
し
た
い
。

　国
の
推
計
に
よ
れ
ば
、
本
町

の
14
歳
ま
で
の
人
口
は
今
後
20

年
で
約
２
割
減
少
す
る
。ま
た
、

地
域
間
に
お
い
て
も
、
児
童
数

の
格
差
は
大
き
く
な
っ
て
い

る
。

小
学
校
の
規
模
、
配
置

に
関
す
る
指
針
を
策
定

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

学
校
間
で
児
童
数
に
差

が
あ
る
の
は
事
実
で
あ

る
が
、「
学
校
規
模
適
正
化
指
針
」

を
策
定
す
る
予
定
は
な
い
。

空
き
教
室
が
多
い
東
小

学
校
を
特
色
あ
る
学
校

に
変
え
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

未
利
用
の
教
室
を
地
域

に
開
放
し
、
交
流
の
場

と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
る
。

議員議員

議員

議員

町長

町長

波佐見町消防団（出初式の様子）

上空から見た東小学校周辺

町長

町長 議員町長

議員

町長町長

前向きに検討する

消防団員の報酬は個人支　 給に

町長

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇
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◇
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議員

議員

議員議員

町長

つぶ
　やき　子どもに接する

地域が少なくなら
ないように、学校の在り方も

時代に合わせて
柔軟に変わって
ほしい。

つぶ
　やき　事業所支援の

ためにも、全世

帯にプレミアム商品券の

購入をお願い

したい。

つぶ
　やき

教育長教育長

教育長 教育長

教育長

教育長

令和2年度 ふるさとづくり応援寄附金
約66,600件　17億6395万円

令和3年度 タウンプレミアム商品券
販売金額

販売期間

使用期間

販売総額

1冊5000円を3000円で販売

最大 2億6500万円

（購入限度額　1世帯10冊まで）
令和3年 令和3年
7月19日  ～  8月31日

令和3年 令和3年
8月1日  ～  12月31日
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購入をお願い

したい。

つぶ
　やき

教育長教育長

教育長 教育長

教育長

教育長

令和2年度 ふるさとづくり応援寄附金
約66,600件　17億6395万円

令和3年度 タウンプレミアム商品券
販売金額

販売期間

使用期間

販売総額

1冊5000円を3000円で販売

最大 2億6500万円

（購入限度額　1世帯10冊まで）
令和3年 令和3年
7月19日  ～  8月31日

令和3年 令和3年
8月1日  ～  12月31日
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　現庁舎新館の利
活用は、新庁舎と
併せてもっとシビアに考える

べき。過大投資と
ならぬよう最良の
策を講じてほしい。
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　新
庁
舎
の
総
事
業
費
は
、
令

和
２
年
８
月
時
の
18
億
４
０
０

０
万
円
か
ら
３
年
４
月
に
は
22

億
４
０
０
万
円
に
大
幅
な
増
額

で
あ
る
。総

事
業
費
増
額
の
要
因

は
何
か
。
ま
た
、
減
額

は
で
き
な
い
の
か
。

基
本
計
画
策
定
時
点
で

は
試
算
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
費
用
約
３
億
６
０

０
０
万
円
を
加
え
た
も
の
で
あ

る
。　事

業
費
の
縮
減
と
な
れ
ば
、

建
築
面
積
の
縮
小
が
考
え
ら
れ

る
が
、
こ
れ
は
大
規
模
な
設
計

変
更
と
な
り
時
間
的
経
済
的
に

負
担
増
と
な
る
。

現
庁
舎
新
館
へ
の
誘
致

を
銀
行
は
断
念
さ
れ

た
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
新
庁
舎

の
規
模
や
配
置
を
再
検
討
す
べ

き
で
は
。多

様
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
の

施
設
と
し
て
利
用
を
考
え
て
い

る
。　

議
場
な
ど
は
現
庁
舎
新

館
に
残
し
て
新
庁
舎
の

面
積
を
減
ら
す
こ
と
で
、
事
業

費
を
減
額
で
き
な
い
か
。

初
期
投
資
の
減
に
は
な

る
が
、
既
存
議
場
を
利

用
し
た
場
合
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
や
多
様
な
利
用
性
な
ど
を
考

慮
す
れ
ば
、
新
庁
舎
へ
の
移
転

が
良
い
と
考
え
る
。

教
育
委
員
会
事
務
局
の

新
庁
舎
移
転
は
関
係
者

の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か
。

教
育
委
員
会
、
校
長
会

に
は
承
認
を
得
た
。

　Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
諸
団
体
、
関

係
者
に
も
経
過
な
ど
を
説
明
す

る
が
、
理
解
が
得
ら
れ
る
と
考

え
て
い
る
。

　農
業
は
、
圃
場
整
備
の
駄
野

地
区
に
限
ら
ず
、
後
継
者
不
足

が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　

本
町
で
就
農
し
た
い
と

い
う
若
者
が
来
た
ら
ど

う
す
る
か
。

　

担
い
手
育
成
協
議
会
で

検
討
す
る
。

家
族
で
移
住
し
就
農
し

た
い
場
合
は
ど
う
か
。

担
い
手
育
成
協
議
会
だ

け
で
な
く
移
住
定
住
の

担
当
と
も
協
議
を
進
め
て
い
く
。

企
業
が
農
業
参
入
を
希

望
し
た
ら
ど
う
か
。

前
向
き
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
検
討
す
る
。

農
機
具
を
持
た
な
い
人

が
就
農
を
希
望
し
た
ら

ど
う
か
。担

い
手
育
成
協
議
会
に

諮
っ
て
い
く
。

就
農
を
希
望
す
る
人
に

対
し
て
、
受
け
入
れ
の

シ
ス
テ
ム
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
が

な
い
状
態
で
は
何
も
解
決
し
な

い
。
早
急
に
確
立
す
べ
き
だ
。

　窯
業
界
は
、
一
時
期
そ
の
労

働
力
を
農
家
に
求
め
て
発
展
し

て
き
た
。
今
後
、
農
業
に
も
支

援
を
拡
充
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

農
業
も
５
年
10
年
先
を

見
据
え
た
取
り
組
み
を

し
な
け
れ
ば
と
思
う
。

　波
佐
見
町
事
業
継
続
給
付
金

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

申
請
件
数
が
想
定
よ
り
大
幅
に

少
な
い
。去

年
も
今
年
も
陶
器
ま

つ
り
が
延
期
に
な
っ
た
。

大
変
な
痛
手
で
あ
る
。
町
単
独

の
給
付
金
の
対
象
月
を
５
月
ま

で
延
長
で
き
な
い
か
。

ま
だ
、
国
・
県
の
補
助

制
度
が
出
て
く
る
と
思

う
。
今
ま
で
の
こ
と
を
十
分
勘

案
し
て
適
正
な
取
り
組
み
を
行

う
。

議員

議員

議員議員

前向きに検討する十分勘案し取り組む

地域おこし協力隊で
波佐見高校の支援を

給付金対象月
５月まで延長を

　本
町
で
も
平
成
27
年
か
ら
始

ま
っ
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」

事
業
。
現
在
の
隊
員
は
１
名
。

新
規
採
用
の
予
定
は
な
い
。

　

当
初
、
３
名
採
用
し
て

始
ま
っ
た
本
事
業
の
成

果
は
。
　
　

行
政
職
員
で
は
入
り
込

め
な
い
領
域
で
活
躍
し

成
果
を
上
げ
て
も
ら
っ
た
。
そ

の
後
は
募
集
し
て
も
応
募
者
が

い
な
い
。
　

五
島
市
は
、
離
島
留
学

生
の
指
導
や
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
隊
員
を
募
集
し
、

４
名
も
採
用
し
て
い
る
が
。

本
町
で
も
民
間
で
の
動
き

や
要
望
が
あ
れ
ば
行
政
と

し
て
支
援
を
前
向
き
に
検
討
す
る
。

　　今
年
は
平
年
よ
り
20
日
も
早

い
梅
雨
入
り
と
な
っ
た
。
豪
雨

災
害
へ
の
対
策
は
重
要
で
あ
る
。

５
月
に
災
害
危
険
箇
所

の
巡
視
が
行
わ
れ
た
が
、

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
地
区
は
大

丈
夫
と
い
う
こ
と
か
。

３
月
に
調
査
し
要
望
が

あ
っ
た
地
区
の
み
で

行
っ
た
。
要
望
が
な
か
っ
た
か

ら
危
険
箇
所
が
な
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
経
過
観
察
は
行

な
っ
て
い
る
。

『
地
域
防
災
計
画
』
に
あ

る
67
の
老
朽
溜
池
に
つ

い
て
は
住
民
に
周
知
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
う
が
、
ど
う
か
。

防
災
計
画
に
つ
い
て
は

大
幅
な
見
直
し
を
す
る
。

今
月
の
自
治
会
長
会
で
、
意
識

づ
け
を
含
め
て
危
険
箇
所
調
査

結
果
の
報
告
も
行
う
。

災
害
時
の
備
蓄
品
に
つ

い
て
は
。

県
の
備
蓄
目
標
量
は
、

人
口
の
５
％
、
３
日
分

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
７
５
０

名
分
を
目
標
と
し
て
い
る
。

議員議員

議員町長

町長

町長

長崎新聞の記事

町長

町長 議員町長

議員町長議員町長 議員

議員町長 議員

町長町長

縮減は困難

総事業費の減額を

町長

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

　◇
◆
◆
◇

議員議員議員

議員議員

議員

町長

町長 町長町長

つぶ
　やき　他の自治体の優

れた例にならうの
ではなく、「波佐見が先例に

なる」といった気
概がほしい。

つぶ
　やき

　チグハグな回答
が多すぎる。「町
民に寄添う行政
を」というが、農業も、事業

継続給付金も、問
題を抱える町民に
対する回答か？
　残念！

つぶ
　やき

町長

教育長

残存し利活用が期待される現庁舎新館

完成した駄野地区圃場
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万
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は
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万
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大
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増
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で
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の
要
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は
何
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ま
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で
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の
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場
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バ
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始
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「
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業
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定
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始
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た
本
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で
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で
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し
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議員議員議員

議員議員

議員

町長

町長 町長町長

つぶ
　やき　他の自治体の優

れた例にならうの
ではなく、「波佐見が先例に

なる」といった気
概がほしい。

つぶ
　やき

　チグハグな回答
が多すぎる。「町
民に寄添う行政
を」というが、農業も、事業

継続給付金も、問
題を抱える町民に
対する回答か？
　残念！

つぶ
　やき

町長

教育長

残存し利活用が期待される現庁舎新館

完成した駄野地区圃場



「
孤
独
」は
個
性
を
育
て
る

No.155 令和３年８月号

波佐見高校 美術・工芸科２年
納所 碧衣
のうしょ　　 あおい

今月の
はさみの人 さん

ここに注
目！

波佐見高校 美術・工芸科２年

議
会
だ
よ
り
●
令
和
３
年
８
月
13
日
発
行
　●
発
行
／
長
崎
県
波
佐
見
町
議
会 

〒
８
５
９-

３
７
９
１ 

波
佐
見
町
宿
郷
６
６
０
番
地
　●
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会
　  

印
刷
／
株
式
会
社
康
真
堂
印
刷

　皆
様
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
議
会
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よ
り
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に
は
全
国
的
な
コ
ン
ク
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ル
が
あ
り
ま
す
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　波
佐
見
町
の
「
議
会
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令
和
２
年
に
編
集
デ
ザ
イ
ン
部
門
で

奨
励
賞
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
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　現
在
、
優
秀
賞
や
最
優
秀
賞
も
目

指
し
、
町
民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す

い
広
報
誌
の
編
集
に
、
委
員
一
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と

な
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組
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で
い
ま
す
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　皆
様
か
ら
の
ご
意
見
が
大
き
な
力

に
な
り
ま
す
。
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　 編
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傍聴者の声 ６月定例会には延べ24人の傍聴者がありました。
いただいた意見の一部を紹介します。

　波佐見町議会に対し傍聴者をはじめ、町民皆さんから貴重なご意見を多数いただき
ありがとうございます。
　可能な限り皆さんのご意見を踏まえながら、今後の議会運営に生かしていきます。

議会運営委員会　委員長　城後 光　

・傍聴に来てみて議会の様子がよく
分かる。皆さんにも来てもらいた
い。　　　　　　　　７０代女性

・箱物より道路
整備に予算を
回してほしい。
　６０代男性

・モニターテレビの導入は
傍聴者にとっても分かり
やすい。　　６０代男性

・初めて来てみて
良かった。
　分かりやすかっ
た。
　　６０代女性

・モニターテレビが設置してあ
り、議員の説明が分かりやす
かった。　　　　　６０代男性

次回定例会は9月8日から22日までを予定しています。

⬅⬅
タイマー

⬅⬅モニターテレビ


